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2
月
は

　
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
８

　
冬
季
は
暖
房
等
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

が
増
大
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
地

球
に
優
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
践
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
！

　
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
で
電
気
使
用
は
必
要
最
小

限
に
し
ま
し
ょ
う
。

待
機
電
力
を
削
減
！

　
使
用
し
て
い
な
い
場
合
に
も
電
力
が
消
費

さ
れ
る
待
機
電
力
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
で
節
電
！

　
設
定
温
度
・
風
向
き
を
調
節
し
て
節
電
し

ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
で
節
電
！

　
扉
の
開
閉
時
間
を
短
く
、
詰
め
込
む
量
も

考
え
て
節
電
し
ま
し
ょ
う
。

照
明
で
節
電
！

　
明
る
さ
や
点
灯
時
間
を
調
節
し
て
節
電
し

ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
で
節
電
！

　
主
電
源
Ｏ
Ｆ
Ｆ
。
明
る
さ
を
調
節
し
て
節

電
し
ま
し
ょ
う
。

他
に
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
節
電
！

　
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
節
電
し
ま

し
ょ
う
。

▼
参
考
　
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　    「
み
ん
な
で
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
」

◆
家
庭
で
で
き
る
節
電

２
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
支
払
月
で
す

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
７

　
児
童
手
当
は
、
中

学
校
修
了
ま
で
の
児

童
を
養
育
す
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
２

月
は
支
払
月
で
す
の

で
、
金
融
機
関
で
振

り
込
み
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
支
払
日

　
２
月
8
日
（
金
）

▼
支
払
対
象
月

　
平
成
30
年
10
月
分
か
ら
平
成
31
年
１
月
分

▼
手
当
月
額

０
～
３
歳
（
３
歳
に
な
る
誕
生
月
ま
で
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
，
０
０
０
円

３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前（
第
１
子
・
第
２
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
，
０
０
０
円

３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前
（
第
３
子
以
降
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
，
０
０
０
円

中
学
生
　
　
　
　
　
　
　
１
０
，
０
０
０
円

※
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合

　
は
、
特
例
給
付
と
な
り
月
額
は
児
童
１
人

　
に
つ
き
一
律
５
，
０
０
０
円
で
す
。

　
な
お
、
児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
を
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
、
支
給
事
由

の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。）

Ｊアラートの訓練放送を行います 総務課　内線 216

全国一斉情報伝達訓練　地震や武力攻撃などの発生に備え、情報伝達訓練を行います。

▼日時　2月 20日（水）午前 11時頃
　　　　「チャイム音」
　　　　「これはＪアラートのテストです。」が３回
　　　　「こちらは、こうほうふそうです。」
　　　　「チャイム音」

　なお、いずれの訓練放送も災害等の発生により
中止する場合がありますのでご了承ください。

　
役
場
に
お
い
て
、
日
本
年
金
機

構
一
宮
年
金
事
務
所
の
出
張
年
金

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、

一
宮
年
金
事
務
所
の
職
員
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
予
約
方
法

　
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
住
民
課

窓
口
ま
た
は
電
話
で
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。
予
約
の
際
に
相
談
の

予
定
時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
予
約
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
で
す
。

▼
日
時
　
２
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
　
　

▼
場
所
　
役
場
　
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

▼
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
年
金
相
談
の
と
き
に
は
、
年
金
証

書
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
振

込
通
知
書
、
年
金
手
帳
や
被
保
険
者

証
な
ど
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
相
談
者
が
代
理
人

の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

住
民
課　

内
線
２
４
５

　
自
動
車
に
関
す
る
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
普
通
自
動
車
、
軽
自
動
車
（
三
輪
・

四
輪
）、
軽
二
輪
、
小
型
二
輪
、
原
動
機
付
自

転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
普
通
自
動
車
、
軽
自
動
車
な
ど
を
新
た
に

所
有
す
る
場
合
や
、
廃
車
又
は
住
所
・
名
義

等
申
告
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

15
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
を
す
る
場
所

●
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

　
〒
４
８
５
‐
０
０
７
４

　
　
小
牧
市
新
小
木
三
丁
目
36
番
地

　
　
　
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
　
　
愛
知
主
管
事
務
所
　
小
牧
支
所

　
　
　
　
☎
０
５
０
（
３
８
１
６
）
１
７
７
３

●
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
超
２
５
０
㏄
以
下
）

　
〒
４
８
５
‐
０
０
７
４

　
　
小
牧
市
新
小
木
三
丁
目
36
番
地

　
　
　
愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
　
小
牧
分
室

　
　
　
　
☎
０
５
６
８
（
43
）
１
４
０
６

●
普
通
自
動
車
・
小
型
二
輪
（
２
５
０
㏄
超
）

　
〒
４
８
５
‐
０
０
７
４

　
　
小
牧
市
新
小
木
三
丁
目
32
番
地

　
　
　
愛
知
運
輸
支
局

　
　
　
小
牧
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
　
　
　
☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
４
８

             

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
案
内
）
は
24
時
間
利
用
可
能
で
す
。

※
尾
張
小
牧
、
一
宮
及
び
春
日
井
ナ
ン
バ
ー

　
以
外
は
、
住
所
地
の
軽
自
動
車
検
査
協
会
、

　
運
輸
支
局
に
な
り
ま
す
。

●
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
）

　
　
扶
桑
町
役
場
　
税
務
課

●
小
型
特
殊
自
動
車

　
　
扶
桑
町
役
場
　
税
務
課

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
廃
車
・
住
所
変
更

　
印
鑑
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

●
名
義
変
更

　
印
鑑
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、　
旧
所
有

　
者
の
譲
渡
証
明
書

※
普
通
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
軽
二
輪
、
小
型 

　
二
輪
の
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
は
、
あ
ら

　
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
、
年
度
末
の
３
月
は
車
検
場
の
登
録
窓 

　
口
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
頂
く
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
早
め
に
お
手

　
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た

　
し
ま
す
。（
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
平
成
31
年

　
度
も
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

▼
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

●
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

　
　
愛
知
県
名
古
屋
東
部
県
税
事
務
所

　
　
　
☎
０
５
６
８
（
73
）
５
５
８
１

●
軽
自
動
車
税

　
　
扶
桑
町
役
場
　
税
務
課

　
　
　
☎
（
93
）
１
１
１
１
　
内
線
２
６
５

普
通
自
動
車
・
軽
自
動
車
・

　
バ
イ
ク
の
異
動
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

税
務
課　

内
線
２
６
５

扶桑町
多文化共生センター

現在、扶桑町内には約 90人の聴覚障害をお持ちの方、約 470 人の外国籍の方
が生活されています。
この方たちも含めて『ことば（日本語）』とは、私達にとって一体何でしょう？
そんな疑問の答えを見つけるため、この講演会に来てみませんか。

　政策調整課　内線 317

「文化講座」講演会のお知らせ
聴覚障害者の日本語教室

～“言葉～ことば～コトバ ”って、なに？～

▼日 時：２月９日（土） 　午後 1 時 30 分～ 3 時
▼場 所：中央公民館
▼募集人員：30 人
▼講 師：金　南 　　（キム　ナムユン）さん
　　　　　　  （認定特定非営利活動法人 名古屋ろう国際センター理事長）
　　　　　　　韓国生まれ。1994 年来日。手話ボランティアを皮切りに日本語教師
　　　　　　　の資格も取得し、新聞、ＮＨＫを中心に各種メディアにおいて幅広
　　　　　　　くご活躍しておられます。
▼参 加 費：無料
▼申込み先：２月１日（金）から政策調整課窓口または電話で受け付けます。
　　　　　　  （土・日を除く）

金 南 　（キム ナムユン）さん


